
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

環境先進企業と協働した「森林の保全」（間伐体験）及び「交流の促進」に取り組み、森林の持つ公益的機能の発揮と地域活力の向上を図る。また、間伐体験を通して、交流人口の
創出につなげていく。

緊急間伐総合支援事業

観光地の魅力向上

本市の歴史的・文化的資源を活かした
周遊型観光を推進するとともに、体験
型観光・交流型観光の体制づくりに取
り組み誘客の促進を図る。

本市の観光資源を活用し、県東部地域の広域観光組織である高知県東部観光協議会と連携した体験型観光・交流型観光の体制づくりに取り組み誘客の促進を図る。安芸市観光
協会や観光ボランティアガイド、その他関係機関とも相互協力し、安芸観光情報センターを軸とした観光情報の発信に努める。

間伐事業を行うことで、森林が果たす
べき公益的機能の維持増進を促進す
る。

市道や林道の整備を行うことにより、効率的な主伐や間伐を推進し、森林保全と育成に努めている。

協働の森づくり事業

「森林の保全」（間伐体験）及び「交
流の促進」に取り組み、森林の持つ公
益的機能の発揮と地域活力の向上を図
る。

森林経営管理事業

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )

     令和７年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円

達成状況

指標
総数

達成
数

2 2

県東部地域における公共交通に関する情報提供は、各事業者や市町村のホームページ等から個別に発信されていることから、地域全体の公共交通を網羅的に整理した路線図の
作成や、情報提供サイトの一元化に取り組み、地域内公共交通の利用促進と広域的な交流人口の創出を図る。

R4年度では進捗が良くなかったものの、R5年度では進んでおり、結果的に概ね当初計画どおりとなる見込みである。山間部の安全性の確保、利便性の向上のためには、引き続き
事業を行う必要がある。

事業の進捗状況に関する評価

国土交通省の社会資本整備総合交付金などを活用し、市内中心部周辺への接続道となる市道を計画的に整備し、アクセス条件の改善を図っている。

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 安芸市まち・ひと・しごと創生推進委員において、電話にて聞き取りを行い、中間目標値の実現状況に関する評価・検討を行った。

④中間評価の公表方法 安芸市ホームページに記載

⑤計画全体の総合評価

本地域再生計画では、道整備交付金を活用した市道整備・林道整備を一体的に実施し、アクセスの向上を目指しているが、平成30年度に発生した「平成30年7月豪雨」の影響が大きく、計画当初はあまり道整備延長が伸びていなかった。
しかし、「平成30年7月豪雨」による災害復旧の完了が進み、年々整備状況が進捗してきたことを踏まえ、今後は、さらなる道整備が進んでいくと見込んでいる。
中山間の振興のためには、今後も継続的な取り組みが必要であり、引き続き整備を行うことで、効率的な農作物の搬出や、間伐の実施、地域資源を活かした地域経済の活性化を図っていく。
また、観光面においては、コロナ禍の影響が大きかったが、徐々に回復傾向にあるため、今後さらなる入込客数の増加が見込まれる。

中間評価結果の反映状況

計画外で独自に実施した
事業

森林所有者と林業経営者をつなぐシス
テムを構築し、林業経営の効率化や森
林管理の適正化を図る。

経営や管理が行われていない森林を対象に森林所有者の意向を確認し、意欲と能力のある林業経営者をつなぐシステムを構築することで、林業経営の効率化や森林管理の適正
化を図る。

地域内公共交通の連携強化
地域内公共交通の利用促進と広域的な
交流人口の創出を図る。

特別措置を適用して行う
事業

市道整備事業（中川線） 1.25ｋｍ 0.625ｋｍ

その他の事業

市道の整備
市道「長屋線」「中道線」「西木戸一
の宮線」「ムネカネ線」等を整備し、
アクセス条件の改善を図る。

②事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R５）

林道整備事業（畑山仲木屋線、正藤
線）

3.5ｋｍ 2.138ｋｍ 3.5ｋｍ

〇

安芸観光情報センター来館者数では、近年ではコロナ禍による影響が大きかったものの、コロナ禍収束に
伴い、入込客数は回復傾向にある。また、当該事業における道整備の進捗と併せて、R7年前期のNHK朝ド
ラの「あんぱん」放送に向けた取組と連動させ、観光客の流入増加を目指した周遊型観光振興に取り組む
ことで、交流人口の拡大につなげていく。

最終実績
見込み

1.25ｋｍ

現在進行中のH30年発生道路災害普及工事が順次完了し、今後ますます現地進入が困難であった施業箇所への進入が可能となることから、さらなる事業進行が見込める。

〇
間伐面積の増加については、現在進行中のH30年発生道路災害普及工事完了に伴い、今後ますます現地進
入が困難であった施業箇所への進入が可能となることから、さらなる増加が見込める。

指標２ 観光振興と交流の創出
10,530

人
R元 12,000人 R5 12,028人 R713,000人

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
中間評価

218.18h
a

126haR元 123ha
①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値

R5 R7

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）中間評価調書

高知県 高知県、安芸市 地域資源を活かした魅力あふれるまちづくり計画（安芸市）

R3～７ 安芸市企画調整課長　大野　崇

指標１ 木材の生産性の向上 120ha


